
ムトスぷらざにおける取組

平成24年に飯田OIDE長姫高校と松本大
学と飯田市の3者がパートナーシップ協定
を結び、地域人教育を始めて今年度で11
年となります。
地域人教育の「地域人」とは、地域を「愛
し」、「理解」して、地域に「貢献」する人材を
育んでいく事を指します。
地域人教育では、自分が暮らす地域で、周
りの方々と良好な関係を築きつつ、常に当
事者意識をもって地域づくりに関わろうとす
る人材を育成していくことを目的とした
カリキュラムです。

３年生は毎年地区での実践を実施してお
り、今年度は、７地区(羽場・丸山・座光寺・
龍江・鼎・上郷・全市)３テーマ(ムトスぷら
ざ・サウナ・空き家)10のグループに分かれ、
それぞれの研究を進めました。

12月21日に１年生から３年生の商業科全
生徒により成果発表会が実施され「卒業し
た後も関わった地域に訪れたい。」…発表
の最後に生徒から嬉しい発言もありました。

各グループとも地域を感じ、様々な経験を
重ねることで、自身の価値観を広げ、地域と
関わる大切さを学びました。

座光寺地区

龍江地区

ムトスぷらざは、交通の結節点であり、誰も
が来訪しやすい環境となっており、日頃から
大勢の高校生が利用しています。
飯田女子高校の探究学習の成果発表の場
として作品展示が行われたり、創発コーディ
ネートマネージャー及び職員により高校生が
やりたいこと等の相談窓口として機能を果た
しています。

学 高等学校カリキュラムへの支援

地域人教育（飯田OIDE長姫高等学校) 探究学習「結いプロジェクト」（飯田風越高等学校）

丸山地区 飯田駅前に新たな公共空間が整備されること
を受け、丘の上にある唯一の高校として、新たな
交流の軸を共に考えようと、令和３年度長野県
教育委員会の事業である「学校×KDDI 共創
プロジェクト」にて昨年度2年生12名がムトスぷ
らざの活用について検討をしてきました。成果と
して本年度5月ムトスぷらざオープニングでは、
施設案内や活用の提案をしました。

今年度は、現在の2年生20名がその活動を引
き継ぎ、様々な年代の人が交差する場の創設を
目指し、アイディアを形(イベント)にしました。

全員で目的や課題を共有しながら、実際どの
ような活動をおこしていくのか検討し、５グルー
プがつながりを大切に様々な活動を展開しまし
た。2月９日には成果発表会が開催されました。

(５グループ)
■ケーキ班 ■ハーバリウム班
■ライブ班 ■ヨガ体験
■わくわく実験

社 学+
参加した高校生の声
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高校生講座

○高校生期は、自我に目覚め、個性が伸長され、人格が形成されていく大切な時期です。
○当地域は四年制大学が無く、高校卒業で高校生の約7割が地元を離れるという状況もあり、飯田型キャリア教育の推進の観点から、高校生へのアプローチは必要不可欠です。
○人としての在り方、生き方についての基本的な姿勢は、その後の生き方を大きく左右していくため、高校生が地域に学び、仲間との共通経験を通じ、自身の価値観を広げていく
機会は必要となります。

○地域に誇りと愛着を持ちながら、グローバルな視点で飯田を捉え、飯田を自分の言葉で語れる・誇れる人となり、延いては次世代の飯田を担う人材・社会に貢献できる人材の
育成を目指し、高校生を対象とした連続講座を実施しています。

前に踏み出す力

目の前のことに疑問を
もち、考え抜く力

地域を理解する力

多様な人々とともに、目
標に向けて協力する力

地域の歴史文化を理解し、地域を構造的にみる

大局的に学ぶ

【高校生講座で身に着けたい力】 【高校生講座で学ぶ要素】

住民主体の地
域づくりを学ぶ

これからの時代はリニアに代表されるような世界規模の急激
な変化の波に飲まれることなく、物事を様々な方向から見る
視点、地域・全国・世界に目を向ける広い視野、過去から

将来までを見据えた考え方が必要であるため、地域外で起こる変化を体験するこ
とが必要。社会の変化に乗り遅れるのではなく、先を見据えて課題解決に当たって
考え得る様々な選択肢を用意し、柔軟な対応ができる能力を学ぶ。

地域住民のつながりの大切さを肌で感じ、一人ひとりの力を
結び、地域を自らの手でつくる地域づくりが行われているこ
とを体験する。行政だけでまちをつくるのではなく、

地域に暮らす住民と協働し、個性を生かした地域づくりをすることが重要であるこ
とを学ぶ。飯田で大切にする「結いの心」「ムトスの精神」をみんなで確認する。

自分の意思をわかりやすく伝える。相手の話を聞く・尊重する
関係性を理解する・約束を守る

現状を把握し課題を明らかにする
計画して物事を考える・想像する

物事に進んで取り組む・他人を巻き込む・目的を設定し行動する

▶令和４年度東北スタディツアー

東北現地研修

霜月まつり現地体験 滝の沢青壮年会と懇談

今宮郊戸八幡宮秋季祭典 リニア時代の飯田について考える

５名の高校生が参加し現在講座を開催しています。（阿智高校２年生・飯田OIDE長姫高校２年生・飯田高校２年生・飯田高校１年生２名）

高校生講座報告会
を開催します！

令和5年3月21日(祝)
ゲスト：石井山 竜平 氏

ほか
（東北大学大学院教育学研究科
准教授／日本公民館学会 副会長）

社

東北で出会った人の話から大切だと感じ
たキーワード高校生の声
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１．学輪IIDA共通カリキュラムフィールドスタディ

フィールドスタディ 参加者 高校生向け事前学習会

【導入科目】8/16～18
多様性社会＋ソーシャ
ルキャピタル

67名
内高校生

26名

7/22 小林正夫教授（東洋大学）
福島茂教授（名城大学）

【展開科目】8/19～21
地域経済

61名
内高校生
９名

7/22 槇平龍宏教授（大月短期大学）

【実践科目】9/17～19
遠山郷エコ・ジオパー
ク

17名
内高校生
5名

7/3 田開寛太郎講師（松本大学）、
増田直広講師（鶴見大学短期大学部）

7/21 坂本正夫客員研究員、四方圭一郎学芸員
（飯田市美術博物館）

7/26 近藤大知学芸員（飯田市美術博物館）、
原澤主事（上村公民館）、宮田主事（南
信濃公民館）

アドバイザー：廣江彰先生（学輪メンバー、立教大学名誉教授、元東京家政学院大学学長）

各高校より担当とする先生を選出

２．小諸商業高校探究型修学旅行（11月８日～11日）

・同高校教諭（元飯田OIDE長姫高校教諭）からの相談により実現した新たな展開。

・学輪IIDAフィールドスタディの知見と経験を注ぎ、当日も大学教員・学生が関わる取組。

３．ムトスぷらざ等を活用した高大連携

・今年度、飯田に関わりのあった大学等の教員および学生数 ：延べ377名（33校）

・情報発信として、学輪IIDAインフォメーションコーナー（プロジェクター投影）設置予定。

・高校生と大学生がともに学ぶインタースクール形式の活動等、今後の展開の可能性に期待。

参加した高校生の声
・たくさんの飯田の魅力を知れて良かった。

・大学生の方々と関わる機会が普段ないので、とても
良い経験となった。オンラインではなく、実際に会っ
て行うことができれば良かったなと思う。

・飯田市って思っていたよりも全然すごいまちなんだ
なと知ることができて楽しかった。

・高校生から大学生といった年齢、出身地の違う人達
とのグループワークでは、自分にはない視点、視野か
ら同じテーマについて議論することで、新たな発見が
たくさんあって参加してよかった。

・私はこの学輪 IIDA を通して、大学生の学びを知る
ことができたし、なにより自分の地元に近いところで
の男女共同参画社会へ向けた活動を知れたことがとて
もためになった。

・フィールドスタディを通して飯田市の魅力や経済の
現実だけでなく、地域経済の考え方や考察の方法まで
学ぶことができてとても勉強になりました。

学

学輪IIDAによる高大連携の取組社

高校・地域が連携した研究会 令和４年度から

３

地域の資源を活用した体験的な学びを学校教育で得られる知識や技能と結び付け、探究的な学びにつなげていく。

生徒の発達段階や各高校の特色に応じた教育に探究的な学びを無理なく組み込んでいくために、高校や地域それぞれの知見や情報を共有しな

がら考え合う研究会として立ち上げた。



進学を希望する学生に向けた地元企業を「知る機会」の提供

～キャ リ ア教育の視点か ら～ 産業経済部×教育委員会

実業高校は、卒業の先に就職が見えていることから、インターンシップで地元就職に結び付けている一方、進学校では大学進学に向けたカリキュラム中心の授業

となっている。しかしながらその中でも地元企業を「知る機会」を設け、進学後の就職先の一つの候補として、考えてもらうような取組を進める。

日時

対象者

会場 飯田風越高等学校 教室等

【令和４年度試行 飯田風越高等学校 職業学習】

飯田風越高等学校 1、2学年生徒（約４００人）

令和５年1月26日（木）14時25分から16時15分

内容 飯田下伊那の雇用の状況と就職に向けた心構え
講師 ハローワーク飯田指導員

参加事業所
健和会病院、飯田市社会福祉協議会、飯田市役所、飯田広
域消防本部、飯田市殿岡保育園、飯伊美容師会、シルクホテ
ル中田製絲（株）、ノエル洋菓子店、旭松食品（株）

参加した高校生の声

・聞いたことのない体験のお話を聞いてその職業についてもっと興味
が湧きました。
・飯田下伊那の会社の量にびっくりしました。
・世の中の情勢は変わっていくのでニュースに関心を持ちながら過ご
したい。自分自身のことを客観的に知ることの大切さを知った。
・飯田で働くこともいいなと思った。
・（人手不足で）悪い状況につながることがないように人を沢山呼び
込む工夫を自分たちの世代がしていくべきだと感じた。
・高校在学中にもっと地元企業についても見識を深めたいと思った。
・高校のうちから地元の会社について調べておく発想がなかったが、
地元就職も考えておいて損がないと思った。
・自分が目指している進路とは違うけど、地元の就職や職業について
知ることで視野が広がったので良かった。
・飯田から各地に羽ばたいていこうと思いました。

学
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飯伊高校生若者平和・人権・多文化ゼミナール

戦争体験等を聞く機会の少ない高校生や若者世代を対象にして、戦争の惨禍から平和について考えるとともに、お互いの文化的ちがいを認め合うこ

と、公平な社会であること、人権が守られていることなど、これからの平和の在り方を主体的に学び、平和を次世代に語り継いでいくことを目的として開催。

R4.9.17付 河北新聞（仙台市）

でも取り上げられました

第４回 満蒙開拓平和記念館の見学
（松川高校の生徒さんによる案内の様子）

社

参加した高校生の声

・平和とは戦争がなくなることだけではないということを聞いてなるほどと
納得できました。
・私達の今の行いが将来の子孫に影響すると考えると色々とよく考えなけれ
ばいけないと思いました。
・口に出して戦争のことを話す機会がなかったので、参加できてよかったで
す。また、色々な意見や考え方があり、知ることができてよかったです。
・友達と聞く、言い合う、共感することが大切だと思った。当たり前に寝る、
ご飯を食べることは何よりも幸せだなと感じました。
・自分のことばかりではなく、他の世界の人、文化に目を向けていくことが
大切だということを改めて学べることが出来ました。
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トークイベント オトナよ、自分を語れ。
～伊那谷の自然と文化 人材育成～

自然・美術・歴史等に関心を持つ高校生や、探究学習、キャリア教育の担当教諭に対し、社会教育機関の学芸員等がそれぞれの人生や研究等に

ついて熱く語る。このイベントを聞きに来た先生や生徒、その場に居合わせた高校生等がその話を耳にし、学芸員やその仕事を身近に感じてもらい、伊那

谷の自然と文化の人材育成に繋げていく。

社会教育機関の学芸員らが、自らの

人生、研究について学生に語り掛け、

研究の道の面白さを伝える。

社

参加者の声
・たまたま通りかかったらやってい
ました。昆虫のおじさんの話に興味
を持ちました。自然分野に興味があ
るので、次回もあるようなら一人で
も参加しようと思います。

・チラシを見てきました。様々な市
民の皆さんからマニアックなお話が
聞く機会があるといいと思います。

６
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